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◆福生市環境基本計画実行計画 

分野別施策 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１        計画の推進・環境まちづくりの展開‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ Ｐ13 

第１節 自然の保全・再生 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１           第１節 環境教育・学習の推進‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ13 

  １ 自然の水循環、多摩川の保全・再生‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ１              

  ２ 都市の自然の保全・再生‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ２               

  第２節 潤い豊かな安心できるまちの創造‐‐‐‐‐‐‐ Ｐ３              

１ 福生らしい景観、資源を活かすまちづくり‐‐‐‐‐Ｐ３               

２ 安心して歩ける道・緑のまちづくり‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ５              

第３節 暮らし方の変革・地球システムへの適合‐‐‐‐ Ｐ６             

 １ ごみの発生抑制・資源化・適正処理の推進‐‐‐‐‐Ｐ６ 

２ 地球環境問題・公害等への取り組み‐‐‐‐‐‐‐‐Ｐ８ 

  

 

 

       



 

 

 ◆福生市環境基本計画実行計画の策定について 

 

 １ 目的 

この福生市環境基本計画実行計画（以下「実行計画」という。）は、福生市環境基本計画第２期中期実施計画に定める目標及び市の具体的な取り組

みを着実に推進するため、実行計画として策定した。 

 

２ 実行計画の内容等 

（１）本実行計画は、福生市環境基本計画第２期中期実施計画の基本目標達成のための具体的な取り組み事項及びその内容、計画年度等を明らかに

した。 

（２）平成 29年度から 31 年度の計画については、表中に記載する。 

（３）協働事業については★を記載する。 

（４）当該予定年度以降継続して実施、検討、研究をするものは、「継続」とする。 

（５）当該年度予算の[ ]書きは、福生スクラム・マイナス 50％協議会予算である。 

 

 ３ 実行計画の目標期間等 

本実行計画は平成 29 年度から運用し、平成 31 年度までの３年間とし、毎年度改定する。 

 

 ４ 推進体制 

（１）本実行計画は、福生市環境事業推進会議が進行管理し、進捗状況を福生市環境審議会に報告し、意見を求める。 

（２）本実行計画の進捗状況については、市のホームページにより市民に公表する。 



平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

1
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

①水質汚
濁防止

19

下水道への油や界面活性
剤、洗車等による汚染物の
混入防止のため、市民・事
業者への啓発を強化しま
す。雨水枡への汚濁物質流
入を防ぎ河川の水質を向上
させるため、水の繋がりが
意識されるような表示の設
置や情報発信について検討
します。

水質汚濁
防止の啓
発

都市建
設部

道路下
水道課

下水
道グ
ルー
プ

継
続

広報による周知を年2回実施する。

継続 継続 0

2
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

②河川維
持水量の
確保

19

河川維持水量の確保に向
け、関係自治体との連携や
あらゆる機会を捉えて、継
続して関係機関に働きかけ
ます。

河川維持
水量の確
保要請

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

河川維持水量の確保に向けて、17区市で構成す
る「多摩川整備促進協議会」を通じて年1回国
土交通省へ要望を行う。

継続 継続 0

河川維持水
量（羽村取
水堰放流
水）

４㎥／
秒

４㎥／
秒

3
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

③湧水の
保護

20

清岩院など拝島段丘の崖線
に連なる湧水群及びその周
辺環境保護を図る保全に向
けて、情報収集を行いま
す。

湧水の保
護の情報
収集

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

拝島段丘の崖線に連なる湧水群及びその周辺環
境保護に向けて、多摩川沿岸の８市によって構
成される「多摩川由来の崖線の緑を保全する協
議会」に年２回参加することにより、保全の取
組について情報収集を行う。

継続 継続 0

4
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

③湧水の
保護

20

市内９か所の湧水について
定期的なモニタリングを実
施し、湧水地点の保護に繋
がる情報を蓄積します。ま
た湧水周辺の環境が適切に
維持されるよう、管理者・
地権者と連携して対策に取
り組みます。

湧水地点
水質調査

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

法政大学山﨑研究室と協働して、湧水の保全の
ため、湧水の水質調査を行う。1年間を通して
通水地点5箇所と多摩川の水質検査を行う。実
施回数は２ヶ月に１度の６回を予定。

継続 継続 0 湧水地点数 ９か所 ９か所

5
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

④地下水
のかん
養・冠水
防止

20

「総合治水」の観点から、
一般宅地での雨水浸透ます
の設置助成及び宅地開発に
おける雨水浸透施設設置の
指導を行います。

地下水の
かん養・
冠水防止

都市建
設部

道路下
水道課

下水
道グ
ルー
プ

継
続

一般宅地での雨水浸透ます・浸透施設の設置助
成及び、宅地開発における雨水浸透施設設置の
指導を実施する。

継続 継続 786,000 下水道 管渠費
下水道
整備費

雨水管渠
整備事業

6
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

④地下水
のかん
養・冠水
防止

20

東京都環境確保条例に基づ
き、地下水の揚水量指導に
努めます。 地下水揚

水量報告
事務

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

東京都環境確保条例に基づき、地下水揚水量報
告書の提出と揚水規制業務、地盤沈下対策のた
め適正使用指導を行う。

継続 継続 0

河川環境や
水循環に関
心を持ち、
生活の中で
配慮してい
る市民の割
合

― 36.30%

7
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

自然の水
循環・多
摩川の水
質・流量
の改善

⑥水循環
の学習促
進

20

多摩川上流水再生センター
の見学等により、下水道や
雨水枡と河川の繋がり、地
下水保全等に関する学習機
会を提供します。

水循環の
学習

都市建
設部

道路下
水道課

下水
道グ
ルー
プ

継
続

小学生を対象に平成29年8月上旬に下水道施設
見学会（多摩川上流水再生センター及び小平市
ふれあい下水道館）を実施する。

継続 継続 22,000 下水道
下水道
総務費

下水道
管理費

下水道事
務

8
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の
防災、河
川生態系
の保全

①水害予
防対策

21

用水堰による堆積土砂の除
去や護岸などの補修・補強
の実施および生態系に配慮
した工法の採用について、
継続して関係機関に働きか
けます。

河川防災
施設の整
備

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

用水堰による堆積土砂の除去や護岸などの補
修・補強の実施および生態系に配慮した工法の
採用について、17区市で構成する「多摩川整備
促進協議会」を通じて年1回国土交通省へ要望
を行う。

継続 継続 0

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

9
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の
防災、河
川生態系
の保全

②防災意
識の高揚

21

市民の防災意識の高揚に向
けて、防災マップ・ハザー
ドマップの普及や広報等に
よる平時の情報提供に努め
ます。

防災意識
の高揚

総務部

安全安
心まち
づくり
課

防災
係

継
続

実施場所：安全安心まちづくり課、総合窓口課
実施方法：窓口来庁者及び市内転入者に対し随
時配布、市政出前講座の依頼に基づき配布、
ホームページへの掲載等

※29年度においては、国が指定する洪水時浸水
想定区域について、これまでの計画想定に加え
て、「想定し得る最大規模の降雨」による浸水
想定区域の追加があったため、これを周知する
ための市内洪水・内水ハザードマップの改定と
全戸配布を行う。

継続 継続 2,393,000 消防費 消防費
防災対
策費

災害対策
事業

10
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の
防災、河
川生態系
の保全

③川の自
然観察等
の促進

21

福生水辺の楽校の学習プロ
グラムや多摩川サポーター
ズ等の活動を通し、川とそ
の周辺の自然環境、生きも
のへの親しみ、生物多様性
への理解を深めます。イベ
ント等の参加者がより主体
的に学習や保全活動などを
継続できるよう働きかけま
す。

福生水辺
の楽校、
多摩川サ
ポーター
ズ

生活環
境部

環境課
環境
係

★

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

福生水辺の楽校の学習プログラム等を通し、川
とその周辺の自然環境、生きものへの親しみ、
生物多様性への理解を深める。
福生水辺の楽校「多摩川で遊ぼう」（12回）、
「多摩川サポーターズ」（4回）で、多摩川に
生きる生物や植物について自然観察を行い、多
摩川への理解を深めるプログラムを実施。
平成29年度は「小・中学校における多摩川の総
合学習支援」として、多摩川や自然を題材とし
た総合的な学習の時間において、体験活動や授
業の支援を行う。（概ね30回)

継続 継続 2,000,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境教育
事業

水生生物調
査による水
質判定階級

Ⅰ（き
れいな
水）

Ⅰ（き
れいな
水）

11
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の
防災、河
川生態系
の保全

④河川環
境保全活
動の推進

21

市民による河川一斉清掃を
行い河川植生の再生などを
支援。

河川一斉
清掃

都市建
設部

施設公
園課

施設
公園
グ
ルー
プ

★
継
続

６月の環境フェスティバルに合わせ、多摩川中
央公園沿い河川敷において、市民による河川清
掃を実施する。
また、この事業は国土交通省の多摩川クリーン
作戦の一環として、京浜河川事務所と協働で事
業を行う。

継続 継続 0

12
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の
防災、河
川生態系
の保全

④河川環
境保全活
動の推進

21

多摩川に残された生育地に
おいて市民、研究者、行政
が協力しカワラノギクの絶
滅を回避するため、保全・
復元作業を行う。

カワラノ
ギク保全
活動

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

多摩川に残された生育地において市民、研究
者、行政が協力しカワラノギクの絶滅を回避す
るため、保全・復元作業を行う。年4回

継続 継続 0

13
自然の
保全・
再生

自然の
水循
環、多
摩川の
保全・
再生

多摩川の
防災、河
川生態系
の保全

⑤多摩川
に関する
学習拠点
の運営

21

多摩川をフィールドとした
環境学習・研究活動や情報
発信の拠点として、川の志
民館の管理運営を行いま
す。

川の志民
館管理

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

多摩川をフィールドとした環境学習・研究活動
や情報発信の拠点として、川の志民館の管理運
営を行う。 継続 継続 164,000 衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

環境教育
事業

川の自然観
察等への参
加者数

584人
（H26）

680人

14
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

①樹林地
等の開発
抑制・保
全

23

東京都景観保全条例による
規制、福生市宅地開発等指
導要綱による指導と合わ
せ、保存樹林制度の継続、
緑地保全地区の指定などに
より、樹林地等の保全と開
発抑制を図ります。

樹林地等
の開発抑
制・保全

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

緑確保の総合的な方針（東京都）に基づき樹林
地等の保全に努める。
樹林地で開発が行われる場合には、福生市宅地
開発等指導要綱に基づき、緑化や植樹の指導を
行う。

継続 継続 0

市域に占め
る空から見
た緑と水の
割合

28.6％
（H25）

現状維
持

15
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

①樹林地
等の開発
抑制・保
全

23

福生市の緑を守り育てる条
例に基づき、保存樹林地区
の指定、生垣保存協定補助
を継続します。また、生垣
や保存樹林地の保全活動を
所有者以外の市民が支える
方策を検討します。

保存樹林
地指定制
度

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、保存樹
林地等の指定及び奨励金の交付を行い、緑を保
全する。

継続 継続 3,500,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

緑化推進
事業

保存樹林地
面積

6,149㎡
（H26）

現状維
持
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

16
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

①樹林地
等の開発
抑制・保
全

23

福生市の緑を守り育てる条
例に基づき、保存樹林地区
の指定、生垣保存協定補助
を継続します。また、生垣
や保存樹林地の保全活動を
所有者以外の市民が支える
方策を検討します。

生垣保存
協定補助
制度

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

福生市の緑を守り育てる条例に基づき、生垣の
設置にかかる費用を補助し、緑を保全する。

継続 継続 90,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

緑化推進
事業

保存生垣延
長

3,143ｍ
（H26）

現状維
持

17
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

①街区公
園等の維
持管理

24

緑の基本計画に基づき、市
街地の身近な公園を適正に
維持管理します。また、公
園ボランティア等の情報交
換を促進し、公園や雑木林
における生物多様性の状況
の共有、公園の特性に応じ
た管理方法の検討、活動に
対する支援情報の提供な
ど、公園ボランティア制度
の充実を図ります。

街区公園
等の維持
管理

都市建
設部

施設公
園課

施設
公園
グ
ルー
プ

★
継
続

市街地の身近な公園を適正に維持管理するため
に、公園ボランティアと協働で清掃、除草等を
行い、公園内の美化に努める。
また、公園ボランティアに対する支援（用具の
支給、ボランティア保険の加入）を実施し、公
園ボランティア制度の充実を図る。 継続 継続 124,000 土木費

都市計
画費

公園費
公園管理

事務

市と市民の
協働によっ
て緑と水の
質が高めら
れている場
所

43か所
（H25）

49か所
（H35）

18
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

②自然再
生事業の
展開

24

都市計画公園や都市緑地な
どの樹林地や草地などにお
ける萌芽更新など自然再生
の取り組みを推進します。
従来の植生に配慮し、その
場所に適した手法による保
全を進めます。行政、市民
ボランティア、委託事業者
の役割と作業分担を明確に
し、効果的な取組を進めま
す。

自然再生
事業の展
開

都市建
設部

施設公
園課

施設
公園
グ
ルー
プ

★
継
続

都市計画公園や都市緑地などの樹林地の自然再
生の取り組みを推進する。
また、文化の森（福生公園）、みずくらいど公
園、加美上水公園についてはボランティア団体
により、下草刈りや落葉清掃、外来種の除去
等、樹林地の再生に取り組んでいるが、高木の
剪定等、専門性が求められる場合は、業者委託
により作業する等、役割分担を明確にし、効果
的な取り組みを進めていく。

継続 継続 124,000 土木費
都市計
画費

公園費
公園管理

事務

市域に占め
る利用でき
る水と緑の
割合

10.3％
（約

106ha）
（H25）

10.9％
（約

112ha）
（H35）

19
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

③生態系
の調査・
研究の推
進

24

東京都アライグマ・ハクビ
シン防除実施計画に基づ
き、アライグマとハクビシ
ンの捕獲防除を行い、生態
系の保全、農業被害の予防
を図ります。また、市民と
協働した防除活動のあり方
について検討を行います。

外来生物
防除委託

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

市民からの情報提供を受けるため定期的な広報
掲載を行うとともに、委託によりアライグマ、
ハクビシンの捕獲防除を行う。

継続 継続 792,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政策
事務

20
自然の
保全・
再生

都市の
自然の
保全・
再生

４つの自
然軸の保
全

③生態系
の調査・
研究の推
進

24

地域猫の会の取り組みを拡
大し、飼い主のいない猫の
適正な飼養管理を推進する
とともに、飼い主のモラル
向上を働きかけます。

地域猫去
勢・不妊
手術費助
成金

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

地域猫の会がモデル地区の飼い主のいない猫に
対して、給餌や糞尿処理などを行い、去勢・不
妊手術を行い、飼い主のいない猫の適正な飼養
管理を行っていく。福生地域猫の会定例会等で
情報共有を図り、地域猫の取り組みが拡大する
よう地域猫制度等のPRに努めるとともに、飼い
主のモラルの向上を働きかける。

継続 継続 785,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政策
事務

21

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

①自然・
歴史・文
化的景観
資源の保
全・活用

25

まちづくり景観推進連絡会
などの推進体制により、自
然・歴史・文化的景観資源
の保全・活用を進めます。

景観まち
づくり事
業の推進

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

★
継
続

まちづくり景観推進連絡会に参加することによ
り、自然・歴史・文化的景観資源の保全・活用
について研究する。

継続 継続 0
地区計画策
定数

２件
（H25）

３件
（H31）

22

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

①自然・
歴史・文
化的景観
資源の保
全・活用

25

樹木診断や害虫駆除等の適
切な管理を実施することに
より、多摩川堤防沿いの桜
の長寿命化と保全を図りま
す。

多摩川堤
防沿桜管
理

都市建
設部

施設公
園課

施設
公園
グ
ルー
プ

継
続

多摩川堤防沿いの桜の剪定や害虫駆除を実施
し、長寿命化を進め、文化的景観資源の保全を
図る。
（平成29年度予定）多摩川堤防沿い桜80本剪定 継続 継続 2,129,000 土木費

都市計
画費

公園費
公園管理

事務
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

23

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

①自然・
歴史・文
化的景観
資源の保
全・活用

25

市民ボランティアガイドに
よる市内文化財ツアー等の
実施により、市民等を対象
とした学習機会を提供しま
す。

市民ボラ
ンティア
文化財ガ
イド事業

教育部
生涯学
習推進
課

文化
財係

★
継
続

市内文化財ガイドツアーの実施（年３回程度）

継続 継続 20,000 教育費
社会教
育費

生涯学
習推進

費

保護展示
事業

24

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

②屋外広
告物の規
制

25

違反広告物撤去協力員制度
を継続し、道路沿線の捨て
看板、街中の貼り紙など景
観を阻害する違反広告物の
撤去を進めます。

違反広告
物撤去協
力員制度

都市建
設部

道路下
水道課

管理
グ
ルー
プ

★
継
続

市内道路において、違反広告物除却を行う。

継続 継続 0

25

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

③清潔で
美しいま
ちの維持

26

町会・自治会による統一美
化キャンペーンを継続する
とともに、廃棄物減量等推
進員の機能強化や道路美化
ボランティア等との連携に
ついて検討し、ごみが捨て
られにくい環境を維持しま
す。

清潔で美
しいまち
の維持

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

★
継
続

清潔で美しいまちづくり重点地区を見回り調査
し、清潔で美しいまちづくりの推進を図ってい
く。町会・自治会の一斉清掃を継続する。

継続 継続 5,259,000 衛生費 清掃費 清掃費

清潔で美
しいまち
づくり事

業

福生らしい
景観の保全
に満足して
いる市民の
割合

43.0％
（H26）

50％
（H32）

26

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

③清潔で
美しいま
ちの維持

26

道路美化ボランティア制度
などにより、市民と協働し
た維持管理の拡充を図りま
す。

清潔で美
しいまち
の維持

都市建
設部

道路下
水道課

管理
グ
ルー
プ

★
継
続

市内道路において、道路美化ボランティア団体
に随時から年数回、道路清掃等を行ってもら
う。道路美化ボランティア団体からの年度末の
活動報告に基づき、道路清掃に必要な消耗品等
の支給を行う。

継続 継続 0

27

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

景観まち
づくり

③清潔で
美しいま
ちの維持

26

住民の福祉及び連帯意識を
高め地域活性化につなげる
ため、町会・自治会が行う
各種事業を支援します。 地域活性

化交付金
事業

生活環
境部

協働推
進課

協働
推
進・
男女
平等
推進
担当

★
継
続

地域社会のコミュニティ組織である町会・自治
会が主体的に行う各種事業に対し、交付金を交
付する。

継続 継続 9,000,976 総務費
総務管
理費

協働推
進費

町会等活
動支援事

務

28

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水
などを活
かしたま
ちづくり

①玉川上
水沿いの
遊歩道化

27

国指定史跡文化財「玉川上
水」を市全体の歴史的環
境・自然環境保全のシンボ
ルとして捉え、景観推進連
絡会及び玉川上水・熊川分
水に関わる市民団体と連携
して散策コースの検討を進
めます。

玉川上水
沿いの遊
歩道化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

★
継
続

玉川上水沿いをできるだけ活かした散策コース
について、市民団体と検討のあり方を研究す
る。

継続 継続 0

29

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水
などを活
かしたま
ちづくり

②散策路
のネット
ワーク化

27

緑の多い安心して歩ける
道、玉川上水や熊川分水を
はじめとする歴史的・自然
的景観資源と市街地を結ぶ
ことで、福生の自然・歴史
に親しみながら市内に賑わ
いを生み出す散策ルートを
検討し、発信します。

散策路の
ネット
ワーク化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

★
継
続

玉川上水や熊川分水をはじめとする歴史的・自
然的景観資源と市街地を結ぶ散策ルートについ
て、市民団体との検討のあり方を研究する。

継続 継続 0
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

30

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水
などを活
かしたま
ちづくり

②散策路
のネット
ワーク化

27

緑の多い安心して歩ける
道、玉川上水や熊川分水を
はじめとする歴史的・自然
的景観資源と市街地を結ぶ
ことで、福生の自然・歴史
に親しみながら市内に賑わ
いを生み出す散策ルートを
検討し、発信します。

散策路の
ネット
ワーク化

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

まち
の魅
力創
造グ
ルー
プ

継
続

多摩・島しょ地域への観光客の誘客促進を目的
として、市内駅前８箇所を毎年順番に観光案内
板を書き換えている。公園グループでも同様の
散策ルートを策定しており、既存のルートと差
別化を図りつつ、市内の和洋の文化を活かした
散策ルートを構築していく。

継続 継続 462,000 商工費 商工費 商工費
まちの魅
力推進事

業

31

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水
などを活
かしたま
ちづくり

③熊川分
水を活か
すまちづ
くり

27

熊川分水の保存や水辺の環
境整備、安全な歩行空間づ
くりのモデル的な取り組み
を実施し、熊川分水の保全
に努めます。

熊川分水
を活かす
まちづく
り

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

熊川分水の土地所有者より無償使用承諾を受
け、市が管理改修を行う「熊川分水保全事業」
を実施する。
福生市まちづくり景観条例に基づき、熊川分水
の一部を景観重要資源に指定する。
平成29年度は10箇所を目標とする。

継続 継続 2,698,000 土木費
都市計
画費

都市計
画費

都市景観
事業

熊川分水の
保全予定区
間における
協定締結数

２か所 ６か所

32

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

福生ら
しい景
観、資
源を活
かすま
ちづく
り

玉川上水
などを活
かしたま
ちづくり

③熊川分
水を活か
すまちづ
くり

27

熊川分水の保存や水辺の環
境整備、安全な歩行空間づ
くりのモデル的な取り組み
を実施し、熊川分水の保全
に努めます。

熊川分水
を活かす
まちづく
り

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

道路
グ
ルー
プ

継
続

熊川分水保全事業の実施状況に基づき、必要に
応じて補修を行う。

継続 継続 0

33

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心でき
る道路・
都市施設
の整備

①バリア
フリーの
推進

28

バリアフリー推進計画に基
づき、関係機関等と連携し
て公共施設、公園、道路、
公共交通など、まちのバリ
アフリーを総合的に進め、
誰もが安心して生活し、移
動できる都市づくりを目指
します。

バリアフ
リーの推
進

福祉保
健部

社会福
祉課

庶
務・
福祉
計画
担当

継
続

管理指標を念頭に、引き続きもくせい会館建築
事業におけるバリアフリー化の推進を図る。

継続 継続 0
公共施設の
バリアフ
リー化率

５／16
施設

（H25）

８／16
施設

（H31）

34

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心でき
る道路・
都市施設
の整備

②中心商
業地区の
安全化・
快適化

28

商工会と連携した経営支援
及び創業支援、商店街等で
実施されるイベントの支
援、商店街を含む回遊型観
光の情報発信などを通じ
て、商店街の振興を図りま
す。

中心商業
地区の安
全化・快
適化

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

★
継
続

商工会の個別相談等について福生市認定創業支
援事業計画に組み込み、創業支援の協力体制を
維持するとともに立川・昭島・福生の三市連携
で行う創業支援（セミナー15回程度）を行う中
でコミュニティビジネスに相当する創業者に対
し、補助を実施する。

継続 継続 1,200,000 商工費 商工費 商工費
商工業振
興事業

コミュニ
ティビジネ
スの新規創
業数（累
計）

２件
（H26）

８件
（H32）

35

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心でき
る道路・
都市施設
の整備

③生活道
路の安全
化

28

地域や警察署と連携し、交
通規制、道路構造の改善な
ど様々な工夫により、生活
道路の安全化を推進しま
す。 生活道路

の安全化
都市建
設部

道路下
水道課

道路
グ
ルー
プ・
管理
グ
ルー
プ

継
続

狭あい道路の解消等安全で快適な道路空間の確
保に努める。
また、必要な箇所については交通管理者との協
議を行い、交通規制等対応をする。

継続 継続 0

バリアフ
リー対応歩
道の市道延
長
狭あい道路
路線数

6,788ｍ
（H25）
279路線
（H26）

8,859ｍ
（H31）
274路線
（H31）

36

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

安心でき
る道路・
都市施設
の整備

④耐震化
の促進

29

耐震改修促進計画に基づ
き、市内の建物の耐震化を
進めます。 市内の建

物の耐震
化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

昭和56年以前に建築された木造住宅に対し、耐
震診断及び耐震改修の費用の一部を助成する。
平成29年度は耐震診断５件、耐震改修２件を目
標とする。 継続 継続 1,500,000 土木費

都市計
画費

都市計
画費

都市計画
事業

37

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

①住宅や
事業所な
どの緑化

30

緑あふれる市街地形成のた
め、宅地開発等指導要綱に
基づく事業者への指導を行
うとともに、地区計画等に
よる地域の緑化を促進しま
す。

住宅や事
業所など
の緑化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

福生市宅地開発等指導要綱に基づき、該当の開
発行為には、敷地の一部を緑化するよう指導を
行う。

継続 継続 0 緑視率
約３％
（H25）

約８％
（H35）
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

38

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

②公共施
設等の緑
化

30

公共施設については可能な
限り緑地を確保するととも
に、緑化を推進します。国
や都の公共施設における積
極的な緑化を要請します。

公共施設
等の緑化

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

公共施設については、可能な限り緑地を確保す
るとともに、緑化を推進する。
緑の基本計画に基づき保全に努める。

継続 継続 0

39

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

②公共施
設等の緑
化

30

公共施設については可能な
限り緑地を確保するととも
に、緑化を推進します。国
や都の公共施設における積
極的な緑化を要請します。

公共施設
等の緑化

都市建
設部

施設公
園課

建築
グ
ルー
プ

継
続

・もくせい会館建設事業
・新扶桑会館整備事業

継続 継続
305,206,000
120,000,000

40

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

②公共施
設等の緑
化

30

公共施設については可能な
限り緑地を確保するととも
に、緑化を推進します。国
や都の公共施設における積
極的な緑化を要請します。

公共施設
等の緑化

教育委
員会

教育総
務課

学校
施設
係

継
続

・防災食育センター整備事業

終了 1,063,745 消防費 消防費
防災対
策費

防災食育
センター
管理費

41

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

③生産緑
地の保
全・活用

30

農業振興計画に基づき、生
産緑地など農地を保全する
とともに、営農への意欲向
上を図るなど都市農業への
支援策を検討します。

市民農園
整備

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

継
続

市民農園を整備していくことで農地保全に努め
る。また、平成28年度から実施している観光案
内所くるみるふっさでの地場産野菜の直売（く
るみるやさい市）を継続し、販路拡大、営農意
欲の向上を図ることで、農業者に対し農地保全
を促す。

継続 継続 1,054,000
農林水
産業費

農業費 農業費
市民農園
管理事務

市域におけ
る農地の減
少率

年平均
３％

（H12-
22）

年平均
２％

（H23-
32）

42

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

④花や緑
のあるま
ちづくり

30

花いっぱい運動など市民団
体や町会・自治会による取
り組みを支援するととも
に、花苗の生産委託により
市内農家の支援を継続しま
す。

ふっさ花
いっぱい
運動委託

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

ふっさ花とみどりの会へ委託し、花いっぱい運
動（春・秋の2回）に合わせた花植えやコンテ
ストを行う。（一部については福生スクラム・
マイナス50％協議会事業として行う） 継続 継続

732,000
[30,000]

衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

緑化推進
事業

43

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

④花や緑
のあるま
ちづくり

30

花いっぱい運動など市民団
体や町会・自治会による取
り組みを支援するととも
に、花苗の生産委託により
市内農家の支援を継続しま
す。

花壇管理
委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

多摩川中央公園、長徳寺崖線、福生野球場内の
花壇を管理し花や緑あふれるまちづくりを展開
する。

継続 継続 692,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

緑化推進
事業

44

潤い豊
かな安
心でき
るまち
の創造

安心し
て歩け
る道・
緑のま
ちづく
り

緑豊かな
優れた居
住環境づ
くり

④花や緑
のあるま
ちづくり

31

花いっぱい運動など市民団
体や町会・自治会による取
り組みを支援するととも
に、花苗の生産委託により
市内農家の支援を継続しま
す。

草花苗生
産委託

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

継
続

花いっぱい運動にかかる町会等団体へ配布する
草花苗を市内農業者により生産を行い農業振
興、農業者支援を行う。

継続 継続 7,611,000
農林水
産業費

農業費 農業費
農業振興

事業

45

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

ごみの発
生抑制・
処理負担
の適正化

①ごみを
減らす生
活の呼び
かけ

31

ごみ問題や取り組み成果の
情報を分かりやすく発信す
るとともに、ごみの発生抑
制につながる消費行動や事
業活動を呼びかけるため、
市民の目に届く手法を工夫
します。

ごみを減
らす生活
の呼びか
け

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

ごみの発生抑制のため、無駄なものは断る・買
わないから始め、大切に使うこと、不要となっ
た場合の有効利用を考慮した消費行動・事業活
動を、広報ふっさ、清掃だより等により呼びか
ける。

継続 継続 845,786 衛生費 清掃費 清掃費 清掃事務

ごみ排出量
（資源ごみ
を除く）
（１人１日
当たりごみ
排出量）

16,277
ｔ

（760.9
ｇ）

15,000
ｔ

（H31）
（728.7
ｇ）

46

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

ごみの発
生抑制・
処理負担
の適正化

②事業系
一般廃棄
物の減量

31

事業系一般廃棄物処理計画
の指導や収集段階での直接
指導により、事業者の排出
責任に対する理解を深めま
す。拡大生産者責任に基づ
く事業者責任の強化・明確
化など自治体に配慮した制
度の着実な実施を関係機関
に要請します。

事業系一
般廃棄物
の減量

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

事業系一般廃棄物処理計画書の指導など事業活
動に伴う一般廃棄物の効果的な排出抑制につな
がるレジ袋削減、簡易な包装などごみになるも
のの削減の工夫や減量を、事業所に対して呼び
かける。また、拡大生産者責任に基づく事業者
責任の強化・明確化を関係機関へ要請。

継続 継続 0
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

47

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

ごみの発
生抑制・
処理負担
の適正化

③ごみに
関する学
習機会の
提供

31

ごみ問題の理解やごみを出
さない暮らし方に関する継
続的な学習を推進するた
め、副読本を作成し小学校
での活用を推進します。

ごみに関
する学習
機会の提
供

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

小学生を対象とした環境教育の推進。小学校４
年生の社会科学習に活用するため「ごみのゆく
え」を作成する。

継続 継続 97,200 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減量
対策事業

48

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・
適正処理
のための
システム
構築

①分別に
よる資源
化

32

ごみの適切な資源化・処理
が行われるように、排出時
点での混入を防止するため
分別・収集区分を明確化し
ます。新たな資源化品目の
追加について検討します。

分別によ
る資源化

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

ごみの適切な資源化・処理が行われるようにご
み分別の徹底及び資源化の検討。廃棄物減量監
視事業の実施。

継続 継続 99,000 衛生費 清掃費 清掃費
収集運搬

事業
総資源化率 37.00%

42.0％
（H31）

49

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・
適正処理
のための
システム
構築

②バイオ
マス資源
化

32

剪定枝についてはリサイク
ルセンターにおける回収、
資源化の周知に努め、リサ
イクルシステムの確立を目
指します。生ごみについて
は福生市に適した活用方法
について引き続き検討しま
す。

バイオマ
ス資源化

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

生ごみの堆肥化や剪定枝の資源化に向けた収
集・資源化等処理方法を研究し、有効利用され
るよう努める。環境フェスティバルにおいて、
コンポスト等の周知により、生ごみの堆肥化の
啓発、生ごみ処理機器購入費補助。 継続 継続

855,000
513,076

衛生費 清掃費 清掃費

中間処理
事業　ご
み減量対
策事業

50

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・
適正処理
のための
システム
構築

③地域リ
サイクル
システム
の強化

32

市民・事業者等による地域
での再使用の促進や資源リ
サイクルシステムの強化に
努めます。

地域リサ
イクルシ
ステムの
強化

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

継
続

資源回収実施団体報償金制度を継続し、地域リ
サイクルシステムを強化する。

継続 継続 17,368,000 衛生費 清掃費 清掃費
ごみ減量
対策事業

51

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・
適正処理
のための
システム
構築

③地域リ
サイクル
システム
の強化

32

市民・事業者等による地域
での再使用の促進や資源リ
サイクルシステムの強化に
努めます。

フリー
マーケッ
ト

生活環
境部

シティ
セール
ス推進
課

産業
活性
化グ
ルー
プ

★
継
続

市民団体等が実施するフリーマーケットの開催
について広報・ＨＰによる周知支援を行う。

継続 継続

52

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

ごみの
発生抑
制・資
源化・
適正処
理の推
進

資源化・
適正処理
のための
システム
構築

④適正な
中間処
理、最終
処分の推
進

32

エコセメント化など、最終
処分場の延命化を進めると
ともに、有害ごみ等の処分
の適正さを確保する監査に
努めます。また、焼却処分
を行っていたし尿処理につ
いて、今後堆肥化を検討し
ていきます。

適正な中
間処理・
最終処分
の推進

生活環
境部

環境課
ごみ
対策
係

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

埋め立てごみを減らすためにリサイクルセン
ターでの選別の徹底及び不燃廃棄物の資源化の
実施。また、し尿処理の堆肥化の検討。

継続 継続 1,426,000 衛生費 清掃費 清掃費
中間処理

事業
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）
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分
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度
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No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

53

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

①地球温
暖化対策
の枠組み
の明確化

33

市域の温室効果ガス排出量
は、オール東京62市区町村
共同事業が公表する最新の
推計データを利用し進捗管
理を行います。また、市有
施設の温室効果ガス排出量
は、市地球温暖化対策実行
計画に基づき、進捗管理を
行います。エネルギー需給
構造やエネルギー制度改革
などの大きな社会情勢の変
化や市の重点政策（定住化
促進、再開発等）の成果を
踏まえて、市のエネルギー
政策の長期的方向性につい
て情報収集を行います。

地球温暖
化対策の
枠組みの
明確化

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

市域の温室効果ガス排出量は、オール東京62市
区町村共同事業が公表する最新の推計データを
利用し進捗管理を行う。また、市有施設の温室
効果ガス排出量は、「第3次福生市地球温暖化
対策実行計画」に基づき進捗管理を行う。

継続 継続 0

市民一人当
たりのCO2
排出量（横
田基地分を
除く民生家
庭部門）

1,189kg
-CO2

（H24）

784kg-
CO2

54

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

①地球温
暖化対策
の枠組み
の明確化

33

市域の温室効果ガス排出量
は、オール東京62市区町村
共同事業が公表する最新の
推計データを利用し進捗管
理を行います。また、市有
施設の温室効果ガス排出量
は、市地球温暖化対策実行
計画に基づき、進捗管理を
行います。エネルギー需給
構造やエネルギー制度改革
などの大きな社会情勢の変
化や市の重点政策（定住化
促進、再開発等）の成果を
踏まえて、市のエネルギー
政策の長期的方向性につい
て情報収集を行います。

福生市環
境マネジ
メントシ
ステム
（Ｆ-
ｅ）

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

市有施設の温室効果ガス排出量は、福生市環境
マネジメントシステム（Ｆ－ｅ）により地球温
暖化対策を進める。
福生市環境マネジメントシステム（Ｆ－ｅ）の
効果的な運用のために、市民監査委員とともに
システムの見直しを随時図っていく。

継続 継続 800,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政策
事務

市有施設の
温室効果ガ
ス排出量
（市地球温
暖化対策実
行計画）

3,967,5
67kg-
CO2

（H26）

4,190,7
23kg-
CO2

55

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

みどりの
カーテン
大作戦

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

みどりのカーテンを推奨、促進するため、ゴー
ヤの苗等の配布、講習会を実施し、みどりの
カーテンの普及に努める。（福生スクラム・マ
イナス50％協議会事業）
平成29年度は耐震診断５件、耐震改修２件を目
標とする。

継続 継続 [140,000]
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

56

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

福生まち
なか涼み
処、福生
まちなか
温み処

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

家庭での節電を奨励するとともに、公共施設に
おいて市民が涼み(温まり)、交流できるスペー
スを確保し、市民の利用を促す。各施設は、市
民が気軽に、気兼ねなく過ごせる工夫をする。
公共施設10箇所で実施予定。

継続 継続 0

57

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

家庭の省
エネル
ギー情報
発信

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

12月の「地球温暖化防止月間」に合わせ、セミ
ナー及び家庭の省エネ展示を開催。（福生スク
ラム・マイナス50％協議会事業）

継続 継続 [17,200]

58

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

省エネル
ギーの促
進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

総務部
契約管
財課

管財
係

継
続

建設中のもくせい会館は、太陽光発電設備を設
置し発電を行い、再生可能エネルギーへの転換
を推進する。また、LED電灯や人感センサーの
照明を使用することにより、消費電力の抑制を
図ることや植栽をすることによる緑化を進め、
地球温暖化対策を図る。

継続 継続 336,962,000 総務費
総務管
理費

一般管
理費

もくせい
会館建設

事業
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

59

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

省エネル
ギーの促
進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

都市建
設部

施設公
園課

建築
グ
ルー
プ

継
続

・もくせい会館建設事業
・福祉センター設備改良事業
・新扶桑会館整備事業
・第二小学校体育館非構造部材落下防止対策事
業

継続 継続

305,206,000
45,970,000

120,000,000
80,753,000

60

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

省エネル
ギーの促
進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

教育委
員会

教育総
務課

学校
施設
係

継
続

平成27年度から継続して実施されてきた体育館
非構造部材落下防止対策事業において、体育館
照明のLED化の実施。平成29年度は、第二小学
校で実施予定9校目。

継続 終了 84,097,000 教育費
小学校

費
学校施
設費

小学校体
育館

非構造部
材

落下防止
対策
事業

61

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

②省エネ
ルギーの
促進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

33

地球温暖化対策実行計画に
基づき、公共施設における
エネルギー利用の効率化を
推進します。福生市市有施
設省エネルギー・再生可能
エネルギー推進指針の徹底
を図り、公共施設の新改
築、大規模改修、設備更新
時における省エネルギー
（雨水利用を含む）、再生
可能エネルギーへの転換を
進め、実施状況の把握を行
います。
市民、事業者における省エ
ネルギーの促進、クリーン
エネルギーへの転換を支援
するため、継続的な情報提
供やみどりのカーテンコン
テスト等のキャンペーン展
開に努めます。

省エネル
ギーの促
進、ク
リーンエ
ネルギー
への転換

教育委
員会

教育総
務課

学校
施設
係

新
規

平成30年度から小中学校空調機の更新事業を計
画、省エネ化等を図る予定。平成29年度は第
三、第五小学校の工事設計を行う。

継続 継続 24,049,000 教育費
小学校

費
学校施
設費

小学校
防音機能
復旧（復

機）
事業
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

62

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

③省エネ
カーの普
及

34

自動車交通による大気汚染
物質、温室効果ガスの排出
を低減するため、公用車に
おける省エネカー導入を積
極的に進めます。

省エネ
カーの普
及

総務部
契約管
財課

管財
係

継
続

平成29年度購入する公用車は、軽自動車を予定
している。16年経過した車両を買い換えるもの
で、国土交通省審査値「ＪＣ０８モード」平成
27年度燃費基準達成車とする。 継続 継続 1,432,000 総務費

総務管
理費

一般管
理費

車両管理
事務

63

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

③省エネ
カーの普
及

34

電気自動車の普及促進のた
め、電気自動車用急速充電
器利用サービスを周知し、
利用者の拡大を図ります。

電気自動
車用急速
充電器保
守委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

電気自動車の普及・促進のため、電気自動車用
急速充電器を24時間利用可能なサービスを提供
する。

継続 継続 270,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政策
事務

64

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自動車依存から自転車使用
の促進を目指し、自転車の
まちづくりに取り組みま
す。

自転車の
まちづく
り

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

都市計画マスタープランに基いて検討する。

継続 継続 0

65

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自動車依存から自転車使用
の促進を目指し、自転車の
まちづくりに取り組みま
す。

自転車の
まちづく
り

都市建
設部

道路下
水道課

道路
グ
ルー
プ

継
続

福生警察署と協力して、自転車ナビマークの設
置を推進し、自転車走行空間の確保に取り組
む。

継続 継続 0

66

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自動車依存から自転車使用
の促進を目指し、自転車の
まちづくりに取り組みま
す。 サイクル

シェアリ
ング事業

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

くるみる ふっさを軸とした「まちなかもてな
し事業」としてサイクルシェアリングの運営を
継続する。※予算は環境課所管分のサイクル
シェアリング委託料（まちなかおもてなし事業
は委託により実施し、シティセールス推進課と
環境課の共同事業）

継続 継続 5,736,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境政策
事務

67

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車を安心して快適に利
用できるまちづくりを目指
し、放置自転車対策に取り
組みます。都と連動した駅
前放置自転車クリーンキャ
ンペーンや商店街への協力
要請、市内の放置自転車集
中箇所における情報収集等
を進めます。

駅前放置
自転車ク
リーン
キャン
ペーン

総務部

安全安
心まち
づくり
課

地域
安全
係

継
続

駅前放置自転車防止を包含した、自転車マナー
アップキャンペーンを実施する。（福生駅、牛
浜駅、拝島駅にて実施予定）
あわせて東京都と連動した駅前放置自転車ク
リーンキャンペーンを実施する。（10月頃、福
生駅にて実施予定）

継続 継続

68

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車を安心して快適に利
用できるまちづくりを目指
し、放置自転車対策に取り
組みます。都と連動した駅
前放置自転車クリーンキャ
ンペーンや商店街への協力
要請、市内の放置自転車集
中箇所における情報収集等
を進めます。

放置自転
車等対策
関係委託

総務部

安全安
心まち
づくり
課

地域
安全
係

継
続

通年において、指導、撤去、保管業務をシル
バー人材センターに委託する。

継続 継続 14,885,000 総務費
総務管
理費

地域安
全対策

費

放置自転
車対策事

務
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度
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分
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度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

69

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車を安心して快適に利
用できるまちづくりを目指
し、放置自転車対策に取り
組みます。都と連動した駅
前放置自転車クリーンキャ
ンペーンや商店街への協力
要請、市内の放置自転車集
中箇所における情報収集等
を進めます。

自転車の
まちづく
り

都市建
設部

道路下
水道課

管理
グ
ルー
プ

継
続

道路上の通行に支障となり、放置された自転車
について、道路法に基づき、随時撤去を行う。

継続 継続 0

70

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

④自転車
のまちづ
くり

34

自転車の安全な利用と自転
車のまちづくりについて利
用者の視点から考えるきっ
かけづくりのため、主に児
童生徒を対象に学習機会を
提供します。

自転車の
安全教室

総務部

安全安
心まち
づくり
課

地域
安全
係

継
続

中学校において、スタントマンが事故現場を再
現する交通安全教室を実施する。
なお、平成29年度においては、第一中学校にお
いて実施予定。 継続 継続 258,000 総務費

総務管
理費

地域安
全対策

費

交通安全
対策事務

71

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

⑤公共交
通の利用
促進

34

鉄道・バスの利便性向上に
向けた働きかけを継続し、
公共交通の利用促進を目指
します。 公共交通

の利用促
進

都市建
設部

まちづ
くり計
画課

計画
グ
ルー
プ

継
続

ＪＲを含む公共交通機関の利用促進のため、利
便性向上等、関係する協議会等を通じて要請す
る。
※予算額は関係する協議会等負担金

継続 継続 103,000 土木費
都市計
画費

都市計
画費

都市計画
事務

72

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

地球温暖
化対策へ
の取り組
み

⑥気候変
動への適
応

34

国の気候変動適応計画の策
定動向を踏まえ、気候変動
適応策の検討に向けた情報
収集を行います。

気候変動
への適応

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

国や都の気候変動に関する情報の収集に努め
る。

継続 継続 0

73

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査に
より実態を把握し、対策の
基礎とするとともに、原因
者への指導の徹底、市民・
事業者への啓発を行いま
す。また、横田基地におけ
る騒音被害を低減する要請
を継続します。

各種苦情
処理

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

騒音、振動、悪臭などの原因元への指導、生活
公害の防止を行い、各種苦情処理について丁寧
かつ適切に対応していく。

継続 継続 0
環境基準達
成率

別掲 別掲

74

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査に
より実態を把握し、対策の
基礎とするとともに、原因
者への指導の徹底、市民・
事業者への啓発を行いま
す。また、横田基地におけ
る騒音被害を低減する要請
を継続します。

各種分析
委託（公
害）

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

多摩川及び下水道（雨水管）で定期的な測定調
査・分析を実施する（年8回8箇所）、浮遊粉じ
ん等採取用の機材の設置を行い、3日間計測の
後に分析を行う、 燃料油（イオウ分）3検体に
ついて油中の硫黄の含有量を分析する、 大気
汚染調査（二酸化窒素）12検体の分析をする、
工場排水1ヶ所において排水基準等項目の分析
を行う、 地下水汚染調査で市内10ヶ所につい
て環境項目等項目の分析を行う、 横田基地よ
り流入している雨水管3ヶ所について環境項
目・健康項目等項目の分析を行う。

継続 継続 2,744,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対策
事業

75

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査に
より実態を把握し、対策の
基礎とするとともに、原因
者への指導の徹底、市民・
事業者への啓発を行いま
す。また、横田基地におけ
る騒音被害を低減する要請
を継続します。

航空機騒
音測定器
保守委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

横田基地における航空機騒音を測定するため
に、年2回、正常に測定できているか点検を委
託する（市役所屋上・誘導灯付近）。

継続 継続 357,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対策
事業
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平成29年度環境基本計画実行計画
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部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値
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協
働
事
業

76

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査に
より実態を把握し、対策の
基礎とするとともに、原因
者への指導の徹底、市民・
事業者への啓発を行いま
す。また、横田基地におけ
る騒音被害を低減する要請
を継続します。

自動車騒
音調査等
委託

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

(常時監視)：市内でセンサス区間に指定されて
いる幹線道路20箇所（1箇所は毎年）の自動車
騒音調査を5箇年以内にすべて行う。環境省に
提出する自動車交通騒音対策の資料とする。
(要請限度)：「騒音規制法第17条第1項の規定
に基づく指定地域内における自動車騒音の限度
を定める省令」「振動規制法施行規則第12条」
に基づき処理する。
自動車騒音調査(常時監視)：5箇所
自動車騒音調査(要請限度)：5箇所

継続 継続 2,241,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対策
事業

77

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

①公害防
止対策の
推進

35

各環境状況の観測・調査に
より実態を把握し、対策の
基礎とするとともに、原因
者への指導の徹底、市民・
事業者への啓発を行いま
す。また、横田基地におけ
る騒音被害を低減する要請
を継続します。

横田基地
航空機騒
音対策の
推進

企画財
政部

企画調
整課

基
地・
渉外
担当

継
続

市議会、横田基地周辺市町及び東京都と連携を
取りながら、国及び米軍に対し航空機騒音対策
を要請する。
※予算額は関係する協議会等負担金

継続 継続 196,000 総務費
総務管
理費

企画調
整費

渉外事務

78

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

②有害化
学物質対
策の推進

35

都環境確保条例に基づき事
業所報告を指導するととも
に、健康への悪影響、生態
系のかく乱につながる有害
化学物質の情報収集を行
い、中小事業者や一般家庭
向けに分かりやすい注意喚
起を行い、市全体で有害物
質の拡散防止に取り組みま
す。

東京都市
環境・公
害事務連
絡協議会

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

26市で構成する東京都市環境・公害事務連絡協
議会への参加し、近隣市との連絡調整・情報共
有等を行い、有害物質の拡散防止に取り組む。
協議会6回、研修会等３回。

継続 継続 3,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

公害対策
事業

79

暮らし
方の変
革・地
球シス
テムへ
の適合

地球環
境問
題・公
害等へ
の取り
組み

公害防
止・有害
化学物質
対策

②有害化
学物質対
策の推進

35

都環境確保条例に基づき事
業所報告を指導するととも
に、健康への悪影響、生態
系のかく乱につながる有害
化学物質の情報収集を行
い、中小事業者や一般家庭
向けに分かりやすい注意喚
起を行い、市全体で有害物
質の拡散防止に取り組みま
す。

有害化学
物質対策
の推進

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

都環境確保条例に基づく事業所報告を指導する
とともに、健康への悪影響、生態系のかく乱に
つながる有害化学物質の情報収集・提供、拡散
防止に取り組む。

継続 継続 0

80

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学校での環境教育を充実す
るため、環境教育を支援す
る体制の整備を継続しま
す。

環境学習
教員研修

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

教員１年目（初任者）、２年目の教員及び環境
教育に関心のある小・中学校教員を対象に、福
生市の自然と環境について学ぶ環境学習教員研
修を実施する。

継続 継続 51,000 衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境教育
事業

81

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学習指導要領に基づく環境
教育とあわせて、地域の特
色を生かした学校独自の環
境学習の取り組みを支援し
ます

理科支援
員の配置

教育部
教育指
導課

指導
係

継
続

小・中学校の理科授業における体験的な学習を
充実させるため、観察・実験等の支援を行う理
科支援員を配置する。
〔配置対象学年〕
　小学校（５・６年）、中学校（全学年）

継続 継続 2,253,000 教育費
教育総
務費

教育指
導管理

費

理数教育
推進事業

82

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学習指導要領に基づく環境
教育とあわせて、地域の特
色を生かした学校独自の環
境学習の取り組みを支援し
ます

学校にお
ける環境
教育の推
進

教育部
教育指
導課

指導
係

継
続

小学校４年生の社会科学習において、「ごみの
ゆくえ」（環境課作成）を活用。
各学校で総合的な学習の時間等において、環境
教育に係る取組を実施する。

継続 継続 0

83

環境教
育・学
習の推
進

①学校
におけ
る環境
教育の
推進

36

学習指導要領に基づく環境
教育とあわせて、地域の特
色を生かした学校独自の環
境学習の取り組みを支援し
ます

学習指導
市民講師
による指
導

教育部
教育指
導課

指導
係

継
続

学習指導市民講師（NPO法人自然環境アカデ
ミー等）による指導を実施する。

継続 継続 300,000 教育費
教育総
務費

教育指
導管理

費

教育指導
事務
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84

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

ふっさ環
境フェス
ティバル

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

環境問題に対する市民の認識を深め、意識の醸
成を図ることを目的に、環境月間である６月に
「第15回ふっさ環境フェスティバル」を開催す
る。市民や事業者により組織されたふっさ環境
フェスティバル実行委員会により企画・運営を
行う。（一部については福生スクラム・マイナ
ス50％協議会事業として行う）

継続 継続
1,500,000
[774,200]

衛生費
保健衛
生費

環境保
全費

環境教育
事業

85

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

福生市の
環境

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

環境に関する各種モニタリング情報を収集し、
計画の進捗状況を公表するため、「福生市の環
境」を発行し、ホームページへ掲載する。

継続 継続 74,250 衛生費
保険衛
生費

環境保
全費

環境政策
事業

86

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

「かん
きょう通
信」

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

環境に関する情報等を発信するため、市民編集
員と協働し「かんきょう通信」を発行する。
かんきょう通信の発行（年２回） 継続 継続 482,792 衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

環境政策
事務

87

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

環境学習
講座

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

近年のごみ問題をテーマに、市民講師による環
境学習講座を行う。（福生スクラム・マイナス
50％協議会事業） 継続 継続 [10,200]

88

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

市民環境
大学
「ふっさ
ECOカ
フェ」

生活環
境部

環境課
環境
係

継
続

昨年度に引き続き、畑での農作業体験の他、市
内の豊かな水と緑を訪ねて歩き、市内に残され
た貴重な農地や雑木林で、緑地を守る活動を行
う。フィールドワークを中心に全6回開催。 継続 継続 702,000 衛生費

保健衛
生費

環境保
全費

環境教育
事業

89

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

環境学習
推進事業

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

地球温暖化防止月間セミナーを市民団体と協働
で開催する。（福生スクラム・マイナス50％協
議会事業） 継続 継続 [17,200]

90

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

福生市の自然の状況やごみ
の問題、地球環境問題など
について知り、行動のきっ
かけを作る情報発信を進め
ます。

環境学習
推進事業

生活環
境部

環境課
環境
係

★
新
規

「自然と調和した住みたくなるまち」を視点に
した、環境マップづくりを市民団体と協働で行
う。（福生スクラム・マイナス50％協議会事
業）

継続 継続 [28,400]

91

環境教
育・学
習の推
進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

子どもや親子を対象に、市
内外のフィールドにおける
学習機会を提供します。

夏休み子
ども見学
会

教育部
生涯学
習推進
課

文化
財係

継
続

夏休み子ども見学会の実施（葛西臨海水族園等
年１回）

継続 継続 11,300 教育費
社会教
育費

生涯学
習推進
費

保護展示
事業

92

環境教
育・学
習の推

進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

子どもや親子を対象に、市
内外のフィールドにおける
学習機会を提供します。

地域・市
民の環境
学習の推
進

教育部 公民館
白梅
分館

★
継
続

熊川分水たんけん隊　1コース１回

継続 継続 42,000 教育費
社会教
育費

公民館
費

白梅会館
運営事業

93

環境教
育・学
習の推

進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

36

子どもや親子を対象に、市
内外のフィールドにおける
学習機会を提供します。

青少年を
対象とし
た体験・
学習機会
の拡充

教育部 公民館
公民
館

★
継
続

ジュニア自然体験教室　11回
①キャンププログラムの企画を参加者が主体的
に行う。②キャンプ後も定期的に活動し関係を
深めながら年間を通じた学習活動を行う

継続 継続 479,000 教育費
社会教
育費

公民館
費

公民館本
館運営事

業

94

環境教
育・学
習の推

進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

37

子どもや親子を対象に、市
内外のフィールドにおける
学習機会を提供します。

わくわく
土曜日
「自然観
察会」

教育部
生涯学
習推進
課

文化
財係

継
続

自然観察会の開催（年２回）

継続 継続 40,000 教育費
社会教
育費

生涯学
習推進
費

保護展示
事業
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平成29年度環境基本計画実行計画

担当

部 課 係 款 項 目 事業 指標 基準値 目標値

会計区分 管理指標翌々年
度

計画

当該年度
予算（円）

区
分

年度計画（実施場所、方法、回数、関係先）
翌年
度

計画
No 環境基本計画体系 頁 ５年間の施策の方向性 事業名

協
働
事
業

95

環境教
育・学
習の推

進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

37

大人の学習意欲を引き出
し、楽しみながら学び行動
できるきっかけとなるよう
な講座や企画、展示を展開
します。

地域・市
民の環境
学習の推
進

教育部 公民館
松林
分館

★
継
続

だれでもなんでも展での体験コーナー、ワーク
ショップ、伝統文化講座等の開催にあたり、草
木、再生紙、古布等を利用した作品作りを実施
する予定。講座を通し、限りある資源や物を大
切にする心を養う。

継続 継続 45,000 教育費
社会教
育費

公民館
費

松林会館
運営事業

96

環境教
育・学
習の推

進

②地域
におけ
る環境
学習の
推進

37

大人の学習意欲を引き出
し、楽しみながら学び行動
できるきっかけとなるよう
な講座や企画、展示を展開
します。

地域・市
民の環境
学習の推
進

教育部 公民館
白梅
分館

★
継
続

熊川分水に親しむ講座　1コース４回

継続 継続 60,000 教育費
社会教
育費

公民館
費

白梅会館
運営事業

97

環境教
育・学
習の推

進

③環境
学習を
支える
人材の
確保

37

環境学習講座等の中で環境
保全活動の実践や講師とな
りうる人材を育成するとと
もに、すでに活躍している
人材のネットワークを整理
する、環境学習を支える人
材の継続的な確保を図りま
す。

環境学習
を支える
人材の確
保

生活環
境部

環境課
環境
係

★
継
続

協働事業等を通し環境に関する人材の発掘をす
る。環境に関する市民団体と連携し、情報共有
と共に人材の継続的な確保を図る。

継続 継続 0

現況（H26）
目標値
（H32）
100%

担
当
課

燃料中硫黄分 100.00%

二酸化窒素 100.00%

地下水 96.70%

工場排水 95.50%

航空機騒音 50.00%

主要な道路騒音 82.60%

管理指標

環
境
課

水

騒音

環
境
基
準
達
成
率

大気

100%
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